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　この建学の理念の
もと、未 来 の 医 療・
医 療 福 祉 を 担う 若
者の育成に努めるべ
く、創設者の川﨑祐
宣先生は、1970（昭
和 45）年に川崎医科

大学、1973（昭和 48）年に川崎医療短期大学、1974
（昭和 49）年に川崎リハビリテーション学院、そして、
「医療と福祉は一体でなければならない」という医療
福祉の理念につながる信念により、1991（平成 3）年
には川崎医療福祉大学を開設されました。
　本学では、新入生を対象としたオリエンテーション
や初年次教育プログラム「スターツアワー」として位置
付けた授業を通して、建学の理念や医療福祉の概念に

ついて理解を深める取組を実施しており、4月13日㈯に
「川崎学園入学時合同研修」が行われました。本研修
は、川崎医科大学、川崎医療福祉大学、川崎医療短期
大学、川崎リハビリテーション学院の 4 施設合同で行わ
れ、川﨑祐宣記念講堂に新入生が一堂に会しました。
　新入生たちは、川崎学園創設の理念、実現目標（ビ
ジョン）を聞き、川崎学園が医療福祉人の育成に包括
的に取り組む施設であること、そして医療福祉が多様な
専門的職種の連携によって成立することを理解する貴
重な機会を得ることができました。
　さらに、様々な職業を目指す先輩や実際の現場で働
く卒業生からのメッセージ、講義・実習等の紹介に加
え、異なる施設の学生同士で自己紹介を行い、将来医
療や医療福祉に関わろうとしている仲間と交流するきっ
かけを作りました。多くの仲間とともに学び、充実した
大学生活を過ごしてほしいと思います。

　5月13日㈪～17日㈮の5日間にわ
たり午前、午後に分かれて、旭川荘
で研修を行いました。今年度は昨年
度と同様に現地での見学研修に加
え、事前研修として旭川荘から提供
いただいた施設説明動画を視聴した
うえで、動画内容を基とした問題に答えながら7つのポ
イント（敬愛館、旭川敬老園、資料館、旭川児童院、
旭川療育園石碑、旭川学園、アトリエ夢工房）をめぐる
スタンプラリーを実施しました。各グループは学生 5 ～
6 人ずつ、計 159グループがそれぞれのスタート地点か
ら施設内をめぐり問題に答えました。資料館では穴うめ
問題に答えるワークシート課題に取り組み、敬愛館で
は館内を見学しました。今年から追加のポイントとなっ

たアトリエ夢工房では、利用者が手作りした製品ととも
に、作業風景を見学しました。見学やグループワークを
通して、学生・教員との交流、医療福祉の理念を体感
できる良い機会となりました。入学後早期に初年次教
育プログラムを全学的かつ学外施設で実施できたこと
は、今後の大学での学修にとって有意義なものとなった
と感じています。
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Campus News

川崎学園入学時合同研修

旭川荘研修



　4 月3 日㈬、川﨑祐宣記念
講堂に新入生が一堂に会し、
対面での新入生オリエンテー
ションを実施しました。「話の
聞き方、ノートの取り方」や

「情報環境の利用について」
の話を聞き、学生は新たに始
まる学 生 生 活 に意 欲を見 せ
ていました。また、「快適な学
生生活」を送るうえでの注意点等の説明を聞き、大学
生として自覚ある相応しいふるまいとはどうあるべきか
を考える機会となったようでした。
　４月12 日㈮以降のオリエンテーション（講演① ～
④）は、毎週金曜日の 4 時限目に講義棟の各教室に複
数の学科が分散する形で実施しました。倉敷警察署に
よる防犯の講話や倉敷市保健所による自殺予防の講話
をはじめ、本学教員による「医療福祉に関するマナー」

「ボランティアセンター」「ラーニングサポートセンター

（LSC）」「海外研修」「川崎医療福祉大学同窓会」「消
費者トラブル」「安全な学生生活（薬物乱用）」の説明
や、「図書館の使い方」「血液検査と予防接種」「学生
相談室」「ポストコロナの感染予防」の録画視聴があり
ました。新入生にとっては、入学後の不安を解消しスム
ーズに本学の学修へつないでいくための有意義な時間
になったようです。

令和6年度 新入生オリエンテーション

　６月８日㈯９時より、川崎学園総合体育館と医福大
体育館第１アリーナの２会場において第３２回レクリエ
ーション大会が開催されました。
　開会の挨拶では、学生副部長の矢納先生から「体調
に気を付けながら、思いやりをもって楽しい時間を過ご
しましょう」といったお話がありました。
　今回のレクリエーション競技は「ドッヂビー」で、17
学科チーム対抗で行いました。
　学友会が用意した熱中症対策の飲み物配布のほか
に各学科の先生方も学内待機に協力していただき、負
傷者等の緊急対応に備えました。また、観客席やコート

サイドで仲間たちのプレーに一喜一憂しながら応援す
る姿はとても印象的でした。
　川崎学園総合体育館の優勝チームは「臨床工学科」、

「理学療法学科Ａ」、「健康体育学科Ｂ」、医福大体育
館第１アリーナの優勝チームは「作業療法学科」「健康
体育学科Ａ」でした。学科の枠を越え、学生同士の絆
が深まり大学生活の中でも思い出に残る１日になった
と思います。
　最後に、大会に向けて献身的に取り組んだ学友会ス
タッフの皆さん、学生のサポートにご尽力いただいた
先生方に感謝を申し上げます。

第３２回 新入生歓迎レクリエーション大会
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キャンパス・ニュース



　6月15日㈯～ 21日㈮で福文祭を開催しました。
　福文祭とは、文化会の部 ･ 同好会の団体が中心とな
り、学内を盛り上げようということを目的に、例年 6月の
オープンキャンパスの実施時期に合わせて開催してい
ます。また新入生に文化会の雰囲気などをアピールす
る場としても設けられています。
　写真部「みんで～」やアクリエイト研究会の展示部門
では、在学生だけでなく、オープンキャンパスに訪れた
高校生も興味深そうに作品を見ていました。また、茶道

部は学生ラウンジでお茶会を開き、多くの学生や教職
員にお点前を披露しました。
　ウインドオーケストラ「ハートフルウインズ」、Finger 
Voice、Stepper’s Crew のパフォーマンス部門では、
演奏に合わせて手話歌を披露したり、色んなジャンル
のグループが、勢いのあるダンスを披露し、学生を魅了
していました。
　学生や教職員にも日頃の活動を知ってもらう良い機
会となり、今後さらに文化会活動を盛り上げていってく
れることを願います。

福文祭開催
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令和6年度 川崎医療福祉大学 部・同好会一覧

Campus News キャンパス・ニュース

部

弓道 女子バスケットボール ラグビー
剣道 男子バスケットボール フットサル
硬式庭球（K･T･C） バドミントン ダンススポーツ
硬式野球 女子バレーボール ソフトテニス「Welfare」
サッカー 男子バレーボール 卓球
水泳 陸上競技 トライアスロン「Garlic」
軟式野球 少林寺拳法 女子サッカー
女子ハンドボール 空手道
男子ハンドボール 女子ソフトボール

同
好
会

Ralf（ソフトテニス） 柔道同好会
球技サークル 男女混合ソフトボールサークル
バレーボールサークル「AFRO PLANETS」 ペタンクサークル「グランペール」
バスケットボールサークル「ゴッファイ」 パラスポーツ「向日葵」
ダンスサークル「Stepper’s Crew」 川崎医療福祉大学 ボウリングクラブ
ぱとみん（バドミントンサークル） フットサル同好会「リベルタ」
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部
華道「すずらん」 ウインドオーケストラ「ハートフルウインズ」 写真「みんで～」
軽音楽「リートクラブ」 茶道「大和」 Finger voice
合唱団「ちょらす」 邦楽「雅」

同
好
会

川崎医療福祉大学学生赤十字奉仕団（R.C.Y.Will） くらしき防犯教室 ますかっち
音楽サークル「JAM」 子ども支援サークル「にっこにこ」
ボランティアサークル「ももぞの」 テーブルゲーム同好会
エンゼル・サポート・ボランティア あらゆる子どもの支援ボランティアサークル Smile Kids
BBSサークル「みんなのわ」 アクリエイト研究会
精神保健福祉ボランティアサークル「ゆ･ら･ぎ」 被害者支援ボランティア「かみひこうき」
学園祭促進研究会「粋」 ミステリーサークル（新設）
ボランティアクラブ「ワンピース」 子ども・子育て支援サークル「ラステンオピノット」（新設）
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各種センター紹介
〜こころや体に関するところ〜

学生支援総合窓口 「オレンジハート」・学生支援センター

学 生 相 談 室

学生支援総合窓口 「オレンジハート」・学生支援セン
ター

健 康 管 理 セ ン タ ー

　健康管理センターは、本館棟北ウイング7階にあります。大学生活
を健康で安心して過ごせるようお手伝いをしています。体調不良や
ケガをした場合は、遠慮なく利用してください。応急処置は可能です
が、病院ではないため診断や治療はできません。受診が必要と判断
した場合は、医療機関をご案内します。内服薬は置いていませんの
で、自身で必要な薬は持っておきましょう。
　毎年春には、学生定期健康診断を実施しています。その後の再検
査や精密検査の受診勧奨、生活指導など、病気の予防にも努めています。
　また、学内での感染症拡大を防ぐため、入学時の定期健康診断で行った抗体検査の結果に基づく予防接種の
案内など、多岐にわたり健康管理を担っています。
　健康管理センター前や2階サイネージには、健康に関する情報も掲示しています。ぜひご覧になってください。

　学生相談室とはどのような所でしょうか？ 対面で専門家が話を聴いてくれる場所…。学生さんにとっては対
面も、専門家も、閉じられた空間も敷居が高く感じられるかもしれません。ですがそこは、次のように読みかえ
てほしいのです。対面は変えられないのですが、人生における先輩が、相談者のプライバシーが確保された空
間で、限られた時間を相談者と全力で向き合ってくれる場所。少しは抵抗感が薄れたでしょうか？ 利用をため
らっている、誰に相談したらよいかわからない、誰かに話を聴いてほしい、そんな方は平日13時～17時、もし
くは火曜日の９時～１２時に相談室をのぞいてみてください。一緒に心の整理整頓をしていきましょう。

学生支援総合窓口 「オレンジハート」・学生支援センター

学生総合支援窓口 「オレンジハート」

　「学生総合支援窓口（通称：オレンジハート）」は、次の2つの役割を担っています。

　①� 「なんでも相談窓口」：平日の9時から17時まで相談員が在室しています。困ったこと・不安なこと・誰か
に聞いてほしいこと等、どんな相談でも受け付けています。これからどうしていくのがよいか、相談員が一
緒に考え、サポートします。相談内容に応じて、学内の関連部署や所属学
科・教員と連携することで解決に努めます。同意なしに相談内容を口外
することはありませんので、安心してご利用ください。

　②�� 「合理的配慮の受付窓口」：障がい及びジェンダー・セクシュアリティ等
多様な背景のある学生・大学院生に対する合理的配慮の申請や内容を
協議する「学生支援センター」につなぐ窓口です。

　ご相談は家族や友人と一緒に利用することも可能です。詳細は、右の二次元コードを読み
取ってご確認ください。
　また、オレンジハートには開室時間内であれば自由に利用できるフリースペースがあります。
休憩時間を過ごす場として、居場所のひとつとして、一人で静かに過ごしたいとき等、どうぞ気
軽にご利用ください。
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　岡山県出身。倉敷市の教育・保育職として30年、保育・幼稚園課の指導主事として11年従事してきました。
2016年より川崎医療短期大学医療保育科の特任講師として着任し、現在は川崎医療福祉大学子ども医療福祉学
科の特任講師、幼保連携型認定こども園かわさきこども園の副園長を兼任しています。併せて県や市の保育におけ
る助言・指導や保護者支援の講演等も行っています。
　趣味は、お茶、パッチワーク、ライブ観賞です。また、友人と交流し、たくさん笑って話すことも大切にしています。
〈担当科目〉
　�保育内容総論、乳児のケアと発達支援Ⅰ・Ⅱ、子育て支援、子どもと遊びの指導法（障害児・病児の遊びを含む）
子どものケアと発達支援実習指導ⅠA・ⅠB・Ⅱ、発達障害児のケアと発達支援実習指導、子どもの食と栄養、子
どもの健康と安全、領域（言葉）の指導法、子ども医療福祉実践研究Ⅰ・Ⅱ　他

Laboratory Report

医療福祉学科 臨床心理学科

研究室訪問 子ども医療福祉学科／大
お お え

江ゼミ

　このゼミでは保育・幼児教育職の専門性である「遊び」を探求していくことを中心に行っています。昔から遊び
や生活を通して受け継がれた「わらべうた」は、なぜ現代でも子どもたちが自然に遊び、魅力があるのか。人生で
1番大切な「人との関わり」を子どもたちは、遊びの中でどのように育んでいるのか。機械からの音ではなく、保育
者が目の前の子どもの呼吸に合わせた肉声による歌いかけや、子どもの期待に応じてわらべうた遊びを繰り返す
ことで、子どもがわらべうたを、自然と楽しく記憶することができ、遊びやすくなるのはなぜか。また、同じわらべう
たの遊びを各年齢に合わせて楽しむことができるのはなぜか。などの問いから、ゼミ生たちとともに「作って遊ぶ、
遊んで振り返る」この繰り返しの研究を通じて保育・幼児教育に必要な力を培うことができればと思います。
　ゼミの雰囲気は明るく、笑いが絶えません。笑顔や前向きさは子どもと関わるうえで最も重要なことです。ゼミ
生たちが保育・幼児教育に携わる人間として成長ができるようにサポートしていきます。

〈取材協力〉 4年：瀬
せ の う

納 美
み は る

春、中
な か だ

田 さくら、藤
ふじもと

本 音
お と は

羽、堀
ほ り た

田 紗
さ ら

楽

大江由美先生プロフィール

ゼミの特徴
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　わらべうたに必要なものを作り、子どもたち
と実際に遊ぶことで保育・幼児教育の現場で
働く際の実践力を身に付けたいと思いました。
子どもたちが人と向き合い、人と心を通い合
わせる心地よさや生きていく知恵を伝えること
のできる保育者になりたいため、大江先生の
下で多くのことを学び、自分自身の成長につ
なげていきたいと思っています。

Q1Q1 大江ゼミを選んだ理由を
教えてください。

　将来、保育者として就職した際に活かすこと
のできる、遊びに必要な技能（わらべうた・ふ
れあい遊び・手作りおもちゃの作り方など）や
遊びを通じた子どもに対する働きかけ方など、
保育・幼児教育の実践力を身に付けていきた
いと考えています。
　また、子どもを主体とすることや寄り添うこ
との大切さなど、大江先生が現場で培われた
保育・幼児教育の心をゼミ活動の中から学び、
保育者の基礎を養っていきたいです。
　そして実際に遊びあうことで、目の前の子ど
も一人ひとりに合わ せた声かけや子どもと触
れ合う大切さ、集団の中で遊びを通じた仲間
作り、ルールやマナーの伝え方など、子どもの
視点に立った保育の技能を習得するためにゼ
ミ生同士で努力していきます。

Q2Q2 このゼミではどのようなことを
学んでいきたいですか？

　ゼミ活動ではうさぎのハンカチパペットを作
り、子どもたちと遊ぶ方法を教えていただきま
した。パペットで遊ぶ時には実際の動物の動
きを意識して動かしたり、あえて隠すことで子
どもの期待感を刺激したりする工夫や演じ方
があり、私たちの保育の引き出し・ポケットを
一つ増やすことができました。
　また、現在はお手玉作りを行っています。一
つのお手玉を作ることはとても時間がかかり、
子どもが遊べる強度で作成することの大変さ
を知ることができました。自分たちで作ったお
手玉で遊びを展開していくことが楽しみです。

Q3Q3 今までのゼミ活動を
教えてください。

　大江先生は優しくてお母さんのような先生
という印象があります。思いやりのある温かい
言葉をかけてくださるため、学生は安心感をも
って関わることができます。また、面白くてユー
モアがたっぷりで、大江先生がいる場所はい
つも明るい雰囲気で笑いが絶えません。さら
に、オシャレで元気で年齢不詳。親しみやすい
先生でもあります。どんなことにも笑って応えて
くださり、学生の良いところを見つけて認めて
いただけます。

Q4Q4 大江先生ってどんな先生？

ゼミ生インタビュー
Ques t i on  &  Answe r
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　言語聴覚療法学科では、3～4年次の学生が活用できる「自主
学習スペース」を設置しています。本学科では、1～２年次で学ん
だ知識をもとに評価や訓練等の実技を学ぶ「言語聴覚臨床実習

Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」が3～4年次で開講されます。学生は講義で学んだ評価
や訓練を学生同士で繰り返し練習を行っており、学生は実技練
習を行う場所として「自主学習スペース」を有効活用しています。

「自主学習スペース」には様々な検査用具が充実しており、成人
領域および小児領域といった幅広い領域の検査練習を行うこと
が可能です。
　また、4年次の国家試験に向けた勉強のスペースとしても活用
されています。「自主学習スペース」の本棚には、豊富な国家試験
の過去問や参考書が並べられており、また、「自主学習スペース」
が教員室にも近いことから、各専門領域の教員にも質問しやす
く、学生にとって使いやすいスペースになっています。
　最後に、本学科では大学の様子をInstagramに
あげておりますので、ぜひご覧になってください。

キャンパスガイドには載って   ない!? 学科のユニークな取り組み

　
　
　
　

Special  Feature

企画
特集

　保健看護学科では3年生春学期に必須科目である【臨床看護
実践論】で客観的臨床能力試験(以下OSCE)を導入しています。
この科目では臨床実習でさまざまな状況にある患者と遭遇した
時に、患者は今どのような状態なのかを「臨床推論」しながら看護
ケアを提供できる能力を身につけています。
　例えば、「お腹が痛い」と手術後の患者さんから訴えがあった
時、この患者さんに何が起きているのかを推論します。患者さんの
話す様子、痛みの性状などから腸閉塞、縫合不全などの仮説を立
てます。この仮説を確認するために、問診、視診、聴診、打診、触診
などを行い、仮説を棄却や採択します。さらにここから必要な処置
やケアを考え、先輩看護師や医師に簡潔明瞭に報告します。
　OSCEでは、この一連のプロセスを評価します。事例からどのよ
うな仮説を立て、どのような方法でそれを判断し、どのように報告
したのかを知識、技能、態度の観点で評価します。
　履修学生は、はじめは戸惑いながらも懸命に「臨床推論」を修
得し、秋学期からの臨床実習に臨んでいます。

実習および国家試験のための「自主学習スペース」の設置

客観的臨床能力試験(OSCE)の導入

高校生のあなたへ高校生のあなたへ

保健看護
学科

言語聴覚
療法学科
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　本学科学生は、授業以外にもさまざまな医療
機関や福祉施設とコラボレーションしています。
　メディカルイラストレーションにおいては国立
がん研究センターのがん登録実務者認定講習会
テキスト用イラスト150点や、川崎医科大学附属
病院病歴委員会のインフォームドコンセント用イ
ラスト約400点を作成しています。
　また、慶應義塾大学病院周産期・小児医療セ
ンターと同病院小児科のロゴマーク作成を行い
ました。
　作成したイラストは、学園内の方々にもお使い
いただけるよう、計画をしています。どうぞお楽し
みに！

キャンパスガイドには載って   ない!? 学科のユニークな取り組み

　臨床検査学科では、臨床検査技師が第一線でどのように活躍
しているのか学ぶため、3年次に「臨床検査キャリアデザイン（就
職支援）」という講義を行っています。 この講義は、企業紹介や研
究紹介を通して、卒業後の臨床検査技師資格を活かした進路決
定に向けた意識付けを行うことを目的としています。
　その一環として、臨床検査機器や検査用試薬、関連ソフトウェ
アなどの開発・製造・販売・輸出入を行っている「シスメックス株
式会社」を訪問しました。販売・サービスやサポートの拠点である

「ソリューションセンター」と臨床検査機器を組み立てる生産エ
リアから出荷する物流倉庫などがある「アイ スクエア」の2施設を
見学しました。
　3年次の臨地実習で見た臨床検査機器が一つ一つ人の手によ
って組み立てられ、信頼性の高い高品質な医療機器が出来てい
く過程を垣間見ることができ、臨床検査の最新技術や装置に触
れる貴重な経験をすることができました。この企業見学を通じて
得た知識や経験を進路決定、さらには将来のキャリアに活かして
いきたいと思います。
 � （臨床検査学科3年　櫻

さ く ら ま

間 ゆい）

メディカルイラストレーションやロゴマークでコラボ！

キャリアデザインのための企業見学臨床検査
学科

医療福祉
デザイン学科

▶�️�ロゴマーク（慶應義塾大学
病院周産期・小児センター）

◀︎�

制
作
し
た
メ
デ
ィ
カ
ル
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン（
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

が
ん
登
録
実
務
者
認
定
講
習
会
テ
キ
ス
ト
）

学科HP 学科インスタグラム MIインスタグラム
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就 職 活 動 コ ー ナ ー
現場などへの就職経験がある先生方に、就職活動の体験談・苦労話、

またそれが現在どのように役立っているかなどを伺いました。

臨床心理学科 講師／池
い け う ち

内 由
よ し こ

子

　私は、臨床心理学を学ぶために他
大学から本学の大学院に進学しまし
たが、臨床経験はなく、内心は不安で
いっぱいのスタートでした。一方で、

先生方や院生の皆さんが気軽に声をかけてくださる充
実した環境の中で「臨床経験がないから心配」「臨床
現場で求められる心理的支援を肌で感じたい」と思っ
ていることを話す機会は多くありました。ある時、先生
から「ボランティアに行ってみない？」と声をかけてい
ただいたのがきっかけで精神科デイケアに行くことに
なりました。そこで様々な専門職の先生方や利用者さ
ん方と出会い、一緒に活動させていただき、デイケアを
担当する心理職として就職が決まりました。学生時代
は漠然とした思いを口にしているだけでしたが、自分
の考えを少しずつでも言葉にしてみること、そして誰か
に伝えてみることで経験を積むチャンスをいただきま
した。この経験を通して、やってみたい気持ちが少しで
もあるならそれを言葉にしてみることが就職活動の第
一歩になると思っています。

視能療法学科 講師／藤
ふ じ わ ら

原 篤
あ つ し

之

　私は本学卒業後に大学院へ進学し、
博士後期過程修了後、香川大学医学
部附属病院、岡山大学病院で視能訓
練士として勤務してきました。大学院

修了間近、知見を深めるには現場での研鑽が必要と考
え、病院への就職活動を開始しました。私は大学院での
学びを活かすため、継続した研究が出来る環境を就職
先に求める条件と定めました。最初の就職先となった
香川大学では、優れた研究成果が発信されていました。
香川大学は希望する環境であったため、迷わず就職試
験に挑みました。そして、縁あって入職することができ、
臨床と研究に従事をしてきました。臨床では患者様から
感謝されることや、不手際によりお叱りを受けることも
ありました。一つひとつの経験は、視能訓練士を志す後
輩へ、臨床でのやり甲斐や厳しさを伝えるために貴重
なものとなっています。また、最先端の医療を通じて得
た知見や、様々な研究者から指導を受けた経験は、教
育現場で活かすことが出来ています。

健康体育学科 助教／髙
た か が き

垣 春
は る の

乃

　「子どもたちに“健康”であることの
喜びを伝えられる保健室の先生にな
りたい」そんな夢を抱いて、10年前、
本学の健康体育学科に入学しました。

今、思い返してみると、多様な悩みや課題を持つ子ども
たちに出会ったとき自分には何ができる？子どもたち
の未来の健康まで考えて、寄り添うことのできる養護教
諭になるためには？と問いを持ち続けて、大学・大学院
の6年間を過ごしていたと思います。この時間は自分に
とって充実したものでしたし、養護教諭として教育現場
に出た際にも問いを持つ力がとても役に立ちました。
　就職活動や採用試験などで大切なのは、これだけは
譲れない『自分の核』となるものを持っておくことで
す。どんな些細なことでも構いません。これは働き出し
てからも、困難や壁にぶつかりそうになった時、自分を
助けてくれる“道しるべ”にもなります。
　大学生活は、なりたい自分を模索しながら、たくさん
悩み、たくさん学び、色々な人との出会いを大切にして
ください。応援しています。

医療秘書学科 講師／亀
か め い

井 純
じ ゅ ん こ

子

　私は川崎医療短期大学の医療秘書
科を卒業した後は川崎学園へ就職を志
望していましたが、家に帰ってきてほし
いという両親の希望で、地元の中核病

院の受験を決めました。事務職1名の募集に対して19
名の応募があり、結果、私を含めて2名採用していた
だきました。筆記試験はもちろんのこと、集団面接で
の自己PRが採用の決め手だったのではないかと思っ
ています。面接では、「学生時代に力をいれたこと」の
質問に対して１番に手を挙げ、「学園祭実行委員」な
ど主体的に取り組んだエピソードを話しました。現状
の知識に加えて、いかに主体的に気持ちよく組織に貢
献してくれる人材かを見られていると思います。皆さ
んも、勉学・資格取得に加えて、「（出来れば人のため
に）主体的に行動した！」と思える何かにチャレンジし
てみてください。自発的なチャレンジは自己の成長を
促し、そこから得られる自信が、社会に出てからも成長
していくための勇気を育んでくれます。

まずは言葉にしてみることから 就職先に求める条件は!?

なりたい自分になるために 自発的なチャレンジで「自信」をつけて
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　5月17日㈮、令和6年度自閉症特
別講座開講式が開催されました。今年
度もZoomによる遠隔授業形式で募
集したところ、全国各地から44名の申
し込みがあり、本学の聴講生を加えた
52名でのスタートとなりました。開講
式終了後には、医療福祉学科 諏訪准教授によるTEACCH® Autism 
Programについての初回の講義が行われました。画面を通して受講生が
熱心に聞き入る姿が印象的でした。皆さんの熱い思いに触れながら、共に
学びあう場として年間25回の予定で開講します。

　5月25日㈯に第1回公開講座「地域共生―医療福祉の充実をみつめて―
大人の発達障害」が開催されました。今回は医療福祉学科 諏訪利明准教授
が担当され、地域の方々206名にご参加いただきました。
　講座では、講師の諏訪先生が発達障害や自閉症の実情や発達障害「かもし
れない人」が感じる生きづらさ、その対処方法について話されました。また、
支援の立場からは苦手なことを正面から克服するのではなく、別のもので補
いながらうまく付き合っていくことの重要性や、一人ひとりに必要な支援を考え、全員をえこひいきするような支援の
公正性について、詳しく話されました。
　参加者からは、「周りの人が発達障害について理解できるようにすることが重要であり、苦手なことやできないこと
があっても気にしすぎず生きることが大切だと思った」「大人の発達障害は自己理解が大事で、苦しさに陥らないため
にも、自分で考えて経験を自信につなげていくことが大切だと学んだ」といった声がありました。
　次回は8月19日㈪に第2回公開講座「本日開学！かわさきいりょうふくシゴト大学」を予定しております。小学生を
対象としていろいろな医療福祉の仕事を体験していただく、ワークショップ型の講座です。ぜひご参加ください。

社会連携
センター
活動紹介

■ 令和6年度 自閉症特別講座開講式 ■

■ 令和6年度 第1回公開講座 ■
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C A M P U S  I N F O R M A T I O N

令和6年度川崎医療福祉学会総会・第65回研究集会（講演会）開催

　６月21 日㈮ 13 時 30 分から本学 10 階大会議室で川崎医療福
祉学会総会・第 65 回研究集会（講演会）が開催されました。守
屋学会運営委員長の開会挨拶に続いて、総会では昨年度の事業
報告等の審議事項がすべて承認されました。総会終了後、引き
続き、研究集会（講演会）が行われました。今年度は招待講演
として就実大学薬学部教授薬学部長の森秀治先生と准教授の田
坂祐一先生をお招きし、薬学部で展開されている新しい教育研究プログラムや多職種連携の重要性について講演をしていただ
きました。また、新任教員講演として、今年度着任された教員 2 名による講演がありました。最後に、守屋学会運営委員長の
挨拶があり閉会しました。

「薬学部で展開される新しい教育研究プログラムについて」就実大学薬学部 教授 薬学部長　森  秀治先生
「薬剤師の活動と多職種連携の重要性について」就実大学薬学部 臨床薬学研究室 准教授　田坂  祐一先生
「流産・死産におけるグリーフケアについて」保健看護学部 保健看護学科 教授　片岡  久美恵先生
「画像情報を用いた健康診断システムの開発－スマート健康診断実現に向けて－」医療福祉マネジメント学部 医療情報学科 教授　南部  雅幸先生



7月26日
7月29日
8月9日
8月10日
8月25日
9月7日
9月9日

学部）春学期授業終了
学部）春学期定期試験（～8/9）
大学院）春学期授業終了
学部・大学院）夏季休業（～9/25）
オープンキャンパス
協助会役員会
学部・大学院）履修登録（～19）
学部）ガイダンス（～18）

〒701-0193 岡山県倉敷市松島288　TEL.086-462-1111㈹　URL https://w.kawasaki-m.ac.jp/

9月10日
9月20日
9月26日
9月30日
10月5日
10月18日
10月19日

編入学・大学院（修・博1期）入試
学部・大学院）春学期末卒業証書・学位記授与式
学部・大学院）秋学期授業開始
学部・大学院）履修登録確認・修正期間（～10/1）
総合型選抜
学園祭前夜祭
学園祭（～20）
オープンキャンパス（～20）

C A M P U S  I N F O R M A T I O N

大 学 行 事

7月26日
8月2日
9月27日
10月4日
10月11日
11月1日
11月8日

自閉症特別講座（Web 開催）
自閉症特別講座（Web 開催）
自閉症特別講座（Web 開催）
自閉症特別講座（Web 開催）
自閉症特別講座（Web 開催）
自閉症特別講座（Web 開催）
自閉症特別講座（Web 開催）

学会等開催（予告）

3校合同オープンキャンパス2024

　今年度第 1 回目となる「3 校合同オープンキャンパス2024」
（医療福祉大学、医療短期大学、リハビリテーション学院）
を6 月16 日㈰に開催しました。昨年度同月の来場者数を上
回る計 1,026 名の高校生、保護者の皆さんにご来場いただ
きました。
　ウインドオーケストラ “ ハートフルウインズ ” の演奏から始
まり、開会行事では在学生による「1 分間 PR」が行われま
した。5 年ぶりに「附属病院見学ツアー」が復活するととも
に、毎回人気のある「学科によるミニ講義・体験学習」や「入

試・編入学等相談コーナー」などのイベントのほか、学食体
験、医療短期大学やリハビリテーション学院の施設見学も実
施されました。また、2025 年度入試 総合型選抜と学校推薦
型選抜前期の < 大学体験型 > の出願希望者に向けて、「出
願資格証明書」の交付（対象 14 学科※）も行われました。
　来場者アンケートでは、「学校の雰囲気が良くてとても楽し
かった」「設備も良くより深く学べると思った」などの感想が
多く寄せられました。

※対象学科
（川崎医療福祉大学） 医療福祉学科、臨床心理学科、子ども医療福祉学科、言語聴覚療法学科、

視能療法学科、臨床工学科、臨床栄養学科、健康体育学科、
医療福祉経営学科、医療情報学科、医療秘書学科、医療福祉デザイン学科

（川崎医療短期大学） 看護学科、医療介護福祉学科
オープンキャンパス

情報


